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- MOS MODE with MAX-PING

LCS Focus Tracking Menuは、レンズコントロールシステムのフォーカストラッキングまたはオートフォーカス機能を最適化す
るために、いくつかのDSP設定を採用することができます。LCSの新しいシリアルプロトコルと、各システム用に設計されたカ
スタムレイテンシー補正により、フォーカストラッキング使用時の遅延を最小に抑えることができます。Heden Ymer -3 LCS*を
使用した以前のテストの一部はこちら:https://www.focusbug.com/focustracking。このテストは Cine RT BUG Txをソースとして
実行されました。WCU4、c pro、Teradek RTシステムでLCS Focus Tracking Menuの設定を使用した場合の新しい映像は、近日
公開予定です。

- ROTATABLE TAPE MODE













ディスプレイの大きな改良点のひとつに、回転可能なテープモードビューがあります。超音波センサーをベースセンサーに向
けた状態で、タッチキーの「回転」を押すだけで、画面を好きな向きに変更することができます。回転させることで、左右ど
ちらにも対応できます。










CineRTシステムのハードウェアとソフトウェアの設定を表示するための3つの情報ページを追加しました。 システム設定の
「INFO」タッチキーを使用してこれらのページに簡単にアクセスし、現在のファームウェアバージョン、ペアリングコー
ド、RFチャネル、シリアル出力、現在選択されている設定などを確認できます。 これらのページは、すべてのシステム情報に
一度にアクセスする必要がある状況のトラブルシューティングに役立ちます。FocusbugHQのチームメンバーと話すときに特
に役立ちます。

- START-UP COMMS INFO

これで、ペアリングコード（システムID）、RFチャネル（1～8）、およびプロトコルID（AまたはB）が、オンになっている各
コンポーネントのLEDウィンドウまたはLCD画面に表示されます。 これは、コンポーネントが他のシステムコンポーネントに対
してずれている場合に役立ちます。システム通信を再開するには、どの設定を調整する必要があるかをすばやく確認できます。

- RF SPECTRUM ANALYSER

基本的なRFスペクトラムアナライザを追加しました。これは主に、リモートレンズ制御システムのチャネルが近くのRFトラ
フィックによって踏みにじられているかどうかを確認できるようにするためです。 スキャンRFモードは、各CineRTチャネルの
RFトラフィックの有用なスナップショットを提供するために残っています。

- HARDWARE & SOFTWARE INFO PAGES



- ROUNDED METRIC UNITS

制限、ロックアウト、クロスオーバー（「XO」）、およびBUGオフセットメトリックの増分が丸められた増分に変更されまし
た。制限とロックアウトは、2m未満では10cm増分、2mでは20cm増分に設定されています。 XOは1mより上で10cm刻みに設
定されます…。 コミュニティのヨーロッパのユーザーへのちょっとしたラブノート！

• FPOファインが標準に:  1/4インチおよび5mmフィルム面調整の増分がFPOメニューで標準になりました。

• 制限/ロックアウトインペリアル増分調整:  ユーザーフレンドリーな3インチの制限またはロックアウト調整は最大10フィート
および6インチから20フィート。

• 「RF」アラートが追加されました:  ベースセンサーの電力が失われた場合、またはベースセンサーと受話器の間のRF範囲が受
話器を超えた場合、High-Brightは「NT」ではなく「RF」を点滅させるようになりました。 レンジファインダーの範囲内に検出
可能なターゲットがない場合でも、「NT」アラートが表示されます。 

• High-Bright100ʼロールオーバー:  High-Brightは、100ʼを超える1ʼ増分を表示するようになりました。

• ユーザー定義のニアリミットデフォルト:  特定のカメラビルドが使用されている場合などに、ユーザーが独自のニアリミット
デフォルトを設定できるようにします。

• ノイズフロア調整アラート:  ノイズフロアがデフォルトから変更された場合の受話器の警告。 デフォルトのタッチキーを設定
して新しいデフォルトを設定しない限り、シャットダウン時にCineRTベースラインに戻ります。

• マークスビュースリープホットキー:  設定メニューのタッチキーを長押しすると、受話器がスリープ状態になり、電力を節約
できます。

• RFスキャンの「スキャン」アラート:  CineRTがチャネル上のRFトラフィックをスキャンするタイミングを明確に示します。 
ユーザーは、スキャンを中止する場合にアラートを押し続けることができるようになりました。

• レーザーの有効化を詳細設定に移動:  ベースセンサーターゲティングレーザーを無効にするには、ユーザーは詳細設定で設定
を見つけます。

• HSペアリングセットの速度の向上:  Handset HSを設定するときのペアコードの高速移動。

- MISCELLANEOUS

THE RETROFIT & PROGRAMMER



 

THE RF FLY TX/RX & ANCHOR MODE

今後のV.21ファームウェア、サードパーティのLCS互換性、RF FLY Tx / Rx（以下の詳細を参照）、および将来のシステム拡張製
品を見越して。 CineRTベースセンサーおよび受話器用のデータおよびアクセサリポートの改造とファームウェアプログラミング
モジュールを提供しています。

新しいCineRTSystemsには、これらのコネクタポートが付属しており、2020年第2四半期以降にシステムを購入した場合は、そ
れらを持っている可能性があります。 新しいハードウェアが標準になる前にシステムを購入したお客様向け。 選択的レトロ
フィットは、すべてのCineRTシステムと下位互換性があるように設計されています。 一部のユーザーは必要ありません

変形; ただし、統合されたLCSを使用している場合は、新しい機能を利用するために新しいファームウェアのアップロードが必須
になる可能性があります。 Core CineRTSystemファームウェアにはFocusbugが含まれていません。

新しいPRG-100システムプログラマーと組み合わせると、Retrofitはユーザーがファームウェアをリモートで更新できるように
します。

プログラマーは、プロのLemoハードウェアの整合性を介してCineRTコンポーネントをコンピューターに接続します。 Macおよ
びPC用の使いやすいドラッグアンドドロップアップロードソフトウェアは、https：//www.focusbug.com/downloadsのダウン
ロードページからまもなく利用可能になります。

保証上の理由から、レトロフィットはカナダのバンクーバーにあるフォーカスバグ本社で実施する必要があります。レトロ
フィットキューを開設し、毎月のスケジュールに従ってシステムを受け入れています。ご注文後、空きができ次第ご連絡いたし
ます。すべてのクライアントに効果的にサービスを提供するには、注文を処理する必要があります

つまり、まだ注文していない場合や、納期が厳しすぎる場合は、対応できない可能性があります。レトロフィットプロセス全体
の計画には約３週間かかります。御社が連絡を受け、ご使用のシステムを送付できない場合、 弊社では該当の注文を順番の先
頭に置き、その後毎月御社に確認を入れます。

RF Fly Sensor on Base Sensor* RF Fly Sensor on Base Sensor*

https://www.focusbug.com/downloads














Focusbug Communityの多くの人々からFLYが現在のBUGの短所に対する解決策であるか尋ねられました。その答え
はyes ・no両方です。送信機２台はそれぞれ独自の技術的な強みを有するので、FLYは単に送信機のオプションとし
てBUGを上回るのではありません。FLYは確実により広範囲・被写体深度の可能性を秘めています。ただし、BUGの
一貫して安定性のあるデータは、オートフォーカスのソースとして使用の際に、より優れた汎用結果が得られること
をこれまでに証明しています。大方のユーザにとって真の要望は彼らの手作業の能力を支援するック実な距離参照
データであることを弊社では理解しています。しかし、弊社ではまたフォーカス追跡をサポートするLCSとペアにす
ると可能な限り最良の結果が得られるようにも努めています。
弊社は、FinlandのパートナーSharpeye Systems と彼らのRFハードウェアのホームを Cine RT Systemに作るべく勤勉
に協働して参りました。Anchor Modeが最高のデータクローズアップを提供して、FLYは長距離参照デバイスとして
価値があると感じています。弊社は、Focusbug Communityの国際メンバー（５）が新製品のテストを実施するにつ
れ、FLYのCine RT Systemへのソフトウェア統合の改良を継続します。ベータテストの結果に関するレポートを近日
中にコミュニティにリリースします!
*RF FLY Base Sensorカップリング・ブラケットはCanada、 Vancouver Upgrade Innovationsによるプロトタイプで
す。

ARRI Hi-5 BI-DIRECTIONAL INTEGRATION

Ultrasonic BUG Tx vs. RF FLY Tx

http://www.sharpeyesystems.com/









































 






https://www.arri.com/en/camera-systems/electronic-control-system/hi-5














